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こ
れ
は
、
平
成　

年
1
月
ま
で
に
市
町
村
が
地
方

21

税
の
電
子
化
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
国
か
ら

の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
給
与
支
払

い
報
告
書
の
電
子
化
等
に
よ
る
手
間
や
費
用
の
削

減
、
間
違
い
が
防
げ
る
な
ど
の
事
か
ら
本
年
度
中
に

整
備
を
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
庁
な
ど
か
ら
の
年
金
受
給
者
が

わ
ざ
わ
ざ
役
場
等
に
出
向
い
て
住
民
税
を
払
わ
な

く
て
も
年
金
か
ら
直
接
支
払
い
さ
れ
る
仕
組
み
に

な
り
ま
す
。

�

第
３
回
定
例
会
が
９
月　

日
・　

日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１８

１９

本
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、
報
告
案
件
、
人
事
案
件
な
ど

が
議
決
さ
れ
た
ほ
か
、
意
見
書
の
提
出
な
ど
が
発
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
富
良
野
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
、
埼
玉
県
で
行

わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
り
、
大
会

に
出
場
す
る
部
員
と
引
率
の
教
員
の
旅
費
、
楽
器

運
搬
に
か
か
る
費
用
の
う
ち　

万
８
千
円
を
補
正

２５８

予
算
と
し
て
議
決
し
ま
し
た
。

　

地
域
介
護
福
祉
空
間
整
備
の
先
進
事
業
と
し
て

北
海
道
か
ら
３
千
万
円
の
交
付
金
を
受
け
て
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
の
改

修
を
行
う
補
正
予

算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
お
年
寄
り

と
子
供
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
を
目
的

と
し
て
、
よ
り
使

い
や
す
く
改
修
を

す
る
も
の
で
す
。

住
民
税
公
的
年
金
特
別
徴
収
シ
ス
テ
ム

住
民
税
公
的
年
金
特
別
徴
収
シ
ス
テ
ム

整
備
に
１
７
５
０
万
円
補
正

整
備
に
１
７
５
０
万
円
補
正

第
２
回
定
例
会
開
催
さ
れ
る

第
3
回
定
例
会
開
催
さ
れ
る

上
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部

上
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部

２
年
連
続
全
国
大
会
出
場
の
快
挙

２
年
連
続
全
国
大
会
出
場
の
快
挙

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
改
修
に

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
改
修
に

３
千
万
円
補
正

３
千
万
円
補
正　

　平成２０年度一般会計、国民健康保険特別会計の補正予
算が可決されました。これにより平成２０年度一般会計予
算は２億１,６５５万円の増額補正をして、予算総額７４億
３,１１９万３千円となりました。
　国民健康保険特別会計の補正額及び予算は次の表のと
おりです。

平成２０年度各会計補正予算可決

補
正
予
算
を
組
ん
で
対
応
す
る
こ
と
も
わ
か

る
が
、
大
切
な
の
は
お
祝
い
す
る
気
持
ち
で

は
な
い
か
。
現
在
、
消
防
車
庫
の
方
に
懸
垂

幕
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
が

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
町
と
し

て
応
援
し
て
い
る
と
い
う
姿
勢
を
示
す
の
に
、

場
所
が
不
適
切
で
は
。
す
ぐ
に
庁
舎
正
面
玄

関
前
に
移
動
を
。

質

疑

ら

か

問問問答答答

総 予 算補 正 額会 計 名

７４億３,１１９万3千円2億１,６５５万0千円一 般 会 計

１４億５,７９４万2千円２２３万7千円国民健康保険特別会計

改修が始まった子どもセンター改修が始まった子どもセンター

庁
舎
正
面
に
掲
げ
る
よ
う
配
慮
す
る
。



　
「
上
富
良
野
町
病
院
事
業
の
設
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、

・
医
療
法
の
改
正
に
伴
い
、
循
環
器
科
を
循
環
器

　

内
科
に
改
め
る
。

・
町
立
病
院
は
地
域
の
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て

　

暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
医
療
機
関
と
し
て
存

　

在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
営
理
念
を
明
確
化

　

し
、
職
員
自
ら
律
す
る
こ
と
で
信
頼
さ
れ
る
病

　

院
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
改
正
で
す
。

�

　
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
里
か
み
ふ
ら
の
ふ
る
さ
と
応

援
寄
付
条
例
」
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
ふ
る
さ
と
に
恩
返
し
を
し
た

い
、
好
き
な
地
域
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
を

形
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
居
住
地
に
納
入
し

て
い
た
個
人
住
民
税
の
一
部
を
、
応
援
し
た
い
地

域
の
自
治
体
に
寄
付
と
し
て
納
入
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
も
の
で
、
上
富
良
野
に
思
い
を
寄
せ
る

人
た
ち
が
、
寄
付
と
い
う
行
為
を
通
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

　

９
月
１
日
に
発
足
し
た
富
良
野
広
域
連
合
議
会

議
員
と
し
て
、
次
の
３
名
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

議　
　

長　
　
　
　
　
　

西　

村　

昭　

教　

　

総
務
産
建
常
任
委
員
長　

渡　

部　

洋　

己

　

厚
生
文
教
常
任
委
員
長　

中　

村　

有　

秀

町
立
病
院
の
運
営
理
念
を
明
確
化

町
立
病
院
の
運
営
理
念
を
明
確
化

富
良
野
広
域
連
合
議
会
議
員

富
良
野
広
域
連
合
議
会
議
員
をを
選選
出出

ふ
る
さ
と
納
税
が
ス
タ
ー
ト

ふ
る
さ
と
納
税
が
ス
タ
ー
ト

質

疑

ら

か

納
税
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な
P

R
を
考
え
て
い
る
か
。
善
意
が
単
年
度
で
終

わ
ら
な
い
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
ふ
れ
あ
い

を
考
え
て
い
く
か
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
へ
の
掲
載
、
札

幌
及
び
東
京
上
富
良
野
会
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

知
人
、
友
人
を
通
し
て
協
力
を
依
頼
し
た
い
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
限
定
し
な
い
で
、
環
境
と
か

子
育
て
支
援
な
ど
に
も
使
え
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

町
長
が
必
要
と
認
め
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
事
項
で
対
応
し
た
い
。

問問問答答答問問問答答答

す
ば
ら
し
い
理
念
で
あ
る
の
で
、
職
員
に
周

知
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

原
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
経
営
改
善
の

検
討
委
員
会
を
作
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

職
員
が
か
か
わ
り
、
各
部
署
の
代
表
者
か
ら

な
る
主
任
者
会
議
に
は
か
り
、
最
終
的
に
院

長
の
決
裁
で
決
定
し
、
す
で
に
病
院
内
に
掲

示
し
、
徹
底
し
て
い
る
。

問問問答答答

質

疑

ら

か

３意見書を国などに提出しました

北海道の活性化を図るための地方分権改革の推進に関する意見書

　今後の北海道開発行政のあり方を検討し、 町民や地方自治体に不安が生じ
ないなど、北海道開発局の廃止論議に反対する旨の意見書です。

農業用生産資材高騰等に関する意見書

　原油価格高騰による飼料・肥料や農業用生産資材の高騰対策など、わが国農
業の持続性と食料の安定供給、農村の維持を図る旨の意見書です。

原油価格高騰による住民生活に関する意見書

　町民の安定した生活確保や児童福祉施設、老人福祉施設等における安心な
生活の場の確保に関する旨の意見書です。

病院待合室に掲げてある町立病院理念病院待合室に掲げてある町立病院理念
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◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
件
（
平
成　
２０

年
度
上
富
良
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
））

　

消
防
車
庫
内
の
事
故
修
理
費
な
ど
に
よ
る

補
正
額　

万
１
千
円
の
専
決
処
分
を
承
認
し

１８９

ま
し
た
。

◎
平
成　

年
度
上
富
良
野
町
一
般
会
計
補
正

２０

予
算
（
第
５
号
）

　

老
人
保
健
特
別
会
計
へ
繰
出
金
と
、
税
源

移
譲
に
伴
う
個
人
町
民
税
還
付
、
富
良
野
広

域
連
合
へ
の
当
町
負
担
金
、
東
中
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
全
道
大
会
出
場
に
伴
う
助

成
な
ど
の
補
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成　

年
度
上
富
良
野
町
老
人
保
健
特
別

２０

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

医
療
給
付
金
な
ど
の
補
正
額
１
２
３
７
万

９
千
円
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成　

年
度
上
富
良
野
町
一
般
会
計
補
正

２０

予
算
（
第
３
号
）

　

富
町
団
地
町
営
住
宅
新
築
工
事
の
地
質
調

査
委
託
費
と
工
事
請
負
費
、
老
人
保
健
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
に
よ
る
補
正
額
１
１

１
８
万
９
千
円
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
平
成　

年
度
上
富
良
野
町
老
人
保
健
特
別

２０

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

事
務
費
分
の
補
正
額　

万
円
を
可
決
し
ま

１５

し
た
。

◎
財
産
取
得
の
件
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）

　

江
花
・
島
津
線
を
運
行
し
て
い
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
わ
か
く
さ
の
取
得　

万
４
千
円
を
可

９３２

決
し
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
北
海
道
立
旭
川
農
業
高

２６

等
学
校
を
卒
業
、
同
年
４
月
よ
り
本

町
に
お
い
て
農
業
に
従
事
。
ス
ポ
ー

ツ
振
興
審
議
会
委
員
、
上
富
良
野
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
、
副
会
長
、
会
長

な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
、
し
ろ
が
ね

土
地
改
良
区
理
事
。
平
成　

年　

月

１６

１０

１
日
か
ら
現
職
。

　

西　

線
北　

号
在
住

１２

３６

　

昭
和　

年
北
海
道
立
富
良
野
高
等

４４

学
校
を
卒
業
、
昭
和　

年
４
月
よ
り

４５

本
町
役
場
に
勤
務
し
、
議
会
事
務
局

長
、
企
画
財
政
課
長
、
総
務
課
長
な
ど

を
歴
任
し
、
平
成　

年　

月
１
日
よ

２０

１０

り
教
育
長
。

　

宮
町
３
丁
目
在
住

北
川
雅
一
氏
（
き
た
が
わ
・
ま
さ
い
ち
）

菅
野
博
和
氏
（
か
ん
の
・
ひ
ろ
か
ず
）

　

平
成　

年
９
月　

日
で
菅
野
博
和
委
員
と
中
澤

２０

３０

良
隆
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
町
長
か
ら

菅
野
博
和
氏
（
再
任
）
と
北
川
雅
一
氏
（
新
任
）

の
選
任
の
同
意
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　

菅
野
博
和
氏
・
北
川
雅
一
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
任
に
同
意

　

農
業
委
員
会
委
員
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
議
会
推
薦
の
委
員

を
１
名
推
薦
し
ま
し
た
。

　

推
薦
委
員
は
、
第
３
回
臨
時
会

に
お
い
て
動
議
に
よ
り
、
数
山
善

一
氏
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

農
業
委
員
は
公
選
に
よ
る
委
員

９
名
、
農
協
・
農
業
共
済
組
合
・

土
地
改
良
区
・
議
会
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
１
名
推
薦
さ
れ
、
計　

名
で
構

１３

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
に 
数  
山  
善  
一 
氏
を
推
薦

か
ず 
や
ま 
ぜ
ん 
い
ち

◎
富
町
団
地
町
営
住
宅
新
築
工
事
（
建
設
主

体
工
事
）
請
負
契
約
変
更
の
件

　

杭
の
継
ぎ
足
し
と
工
期
延
長
に
よ
る
冬
期

養
生
費
等
の
追
加
に
伴
う
契
約
変
更
を
可
決

し
ま
し
た
。

臨

時

会

第
3
回

臨

時

会

第
4
回
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村　上　議　員

村
上
議
員　

昨
年
に
も
増
し
て
原

油
価
格
高
騰
や
食
料
品
の
値
上
げ

等
が
家
計
を
直
撃
し
て
い
る
。

　

昨
年　

月
に
高
齢
者
世
帯
、
ひ

１２

と
り
親
世
帯
、
障
害
者
世
帯
の
中

で
、
低
所
得
者
を
対
象
と
し
て
灯

油
他
生
活
必
需
品
の
確
保
の
た
め
、

１
万
円
の
商
品
券
を
支
給
し
た
が

十
分
な
対
応
が
取
れ
な
か
っ
た
と

考
え
る
。
今
年
は
も
っ
と
早
く
該

当
基
準
を
見
直
し
、　

月
か
ら
３

１２

月
ま
で
の
期
間
の
生
活
支
援
制
度

の
実
施
を
。

尾
岸
町
長　

昨
年
実
施
し
た
冬
の

生
活
支
援
事
業
は
制
度
上
課
税
対

象
外
の
年
金
収
入
を
得
て
い
る
世

帯
が
予
想
以
上
に
多
か
っ
た
た
め
、

大
幅
に
予
定
を
下
回
っ
た
。
手
続

き
や
時
間
的
な
要
因
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

村
上
議
員　

国
か
ら
助
成
事
業
と

し
て
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
に

取
組
ん
で
３
年
目
に
な
る
が
、
医

療
費
の
抑
制
効
果
や
事
業
の
評
価

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

尾
岸
町
長　
　

・　

年
度
の
国
民

１７

１８

健
康
保
険
一
人
あ
た
り
の
医
療
費

は
北
海
道
平
均
と
比
べ
て
一
般
・

退
職
者
・
老
人
す
べ
て
に
お
い
て
、

全
道
平
均
よ
り
低
い
数
値
に
な
っ

て
い
る
。
町
民
が
生
活
習
慣
の
改

善
を
自
ら
選
択
し
、
行
動
に
結
び

つ
け
る
こ
と
が
徐
々
に
定
着
し
た

成
果
と
考
え
て
い
る
が
、
一
方
で
、

国
保
が
抱
え
る
特
徴
的
な
新
た
な

課
題
も
あ
ら
わ
れ
、
一
人
で　

万
３０

〜　

万
円
と
高
額
な
医
療
費
を
よ

６００
う
し
た
、
加
齢
と
と
も
に
体
調
を

崩
し
、
退
職
後
職
域
か
ら
国
保
に

移
る
、
国
保
加
入
者
の
努
力
で
は

防
ぎ
き
れ
な
い
課
題
が
あ
る
。

　

町
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

肝
機
能
の
低
下
、
各
検
査
で
基
準

値
よ
り
外
れ
た
人
、
高
血
圧
症
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
目
標
に
到
達
し
て

い
な
い
人
、
若
年
で
デ
ー
タ
の
悪

い
人
等
々
、
一
人
ひ
と
り
面
談
し
、

手
厚
い
保
健
指
導
を
し
て
い
る
。

啓
蒙
（
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
運
動
）
に

つ
い
て
は
、
そ
の
時
期
を
す
で
に

越
え
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

村
上
議
員　

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

で
の
指
導
と
か
生
活
習
慣
病
記
録

の
無
料
貸
与
等
考
え
ら
れ
な
い
か
。

尾
岸
町
長　

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

に
よ
る
指
導
、
個
別
指
導
の
充
実

等
、
対
応
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

　

で
き
る
限
り
早
期
の
実
現
に

向
け
考
え
る
。

村
上
議
員　

早
い
時
期
と
は
い

つ
な
の
か
。
対
象
者
拡
大
や
商

工
会
の
商
品
券
等
商
工
会
の
助

成
が
必
要
に
な
る
の
で
は
。
昨

年
と
違
っ
た
方
法
を
と
る
考
え

は
。

尾
岸
町
長　

対
象
者
の
拡
大
は

な
く
、
昨
年
と
同
様
な
形
で
考
え

て
い
る
。
時
期
は
少
々
遅
か
っ

た
と
認
識
し
て
お
り
、　

月
に
臨

１１

時
議
会
で
の
対
応
を
考
え
て
い

る
。

　

商
工
業
の
皆
さ
ん
方
は
商
工

会
と
し
て
何
ら
か
の
展
開
が
生

じ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
の

中
で
行
政
と
し
て
対
応
を
考
え

た
い
。

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
の
評
価
の
検
証
と
町
独
自
の

生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
と
町
民
へ
の
啓
蒙
を

生
活
習
慣
の
改
善
を
自
ら
選
択
し
、
行
動
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
徐
々
に
定
着
し
て
い
る

　

月
定
例
会
前
に
冬
の
生
活
支
援
を
考
え
る

１２ 生
活
は
さ
ら
に
厳
し
い

今
年
も
早
急
に
冬
の
生
活
支
援
を

国保ヘルスアップ教室の様子国保ヘルスアップ教室の様子
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今
村
議
員　

上
富
良
野
町
は
観
光

の
町
と
し
て
温
泉
も
魅
力
の
１
つ

で
す
が
、
入
浴
マ
ナ
ー
な
ど
は
必

ず
し
も
良
く
な
い
。
観
光
客
に
よ

り
良
い
町
の
印
象
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
マ
ナ
ー
向
上
の

努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
当

然
、
お
金
も
余
り
か
か
り
ま
せ
ん

し
、
観
光
客
も
「
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル

の
良
い
町
・
上
富
良
野
」
を
国
内

外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
る
と
も
考
え

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
観
光
客
が
飛

躍
的
に
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

マ
ナ
ー
等
の
向
上
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

尾
岸
町
長　

町
の
観
光
施
設
に
は

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
は
接
遇
に
関

し
て
の
配
慮
を
お
願
い
し
て
お
り
、

日
々
努
力
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

入
浴
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
今

年
３
月
に
宿
泊
施
設
関
係
者
に
マ

ナ
ー
等
の
掲
示
を
お
願
い
を
し
た
。

町
民
の
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
は
、

町
民
相
互
の
注
意
喚
起
と
個
人
の

自
己
啓
発
を
お
願
い
し
た
い
。

今
村
議
員　

入
浴
マ
ナ
ー
は
今
も

あ
ま
り
良
く
な
い
。
３
月
に
お
願

い
し
て
か
ら
現
状
を
確
認
し
た
か
。

尾
岸
町
長　

こ
の
種
の
問
題
は
、

行
政
が
お
願
い
し
た
こ
と
が
実
践

さ
れ
て
い
る
か
監
督
す
る
よ
う
な

課
題
で
は
な
い
。

今
村
議
員　

確
認
す
る
こ
と
は
常

識
と
考
え
て
い
る
。
マ
ナ
ー
や
モ

ラ
ル
は
個
人
差
が
あ
る
。
ま
た
、

町
民
相
互
の
注
意
喚
起
も
限
界
が

あ
る
と
思
う
。
や
は
り
町
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

尾
岸
町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に

啓
発
活
動
は
で
き
る
が
、
そ
れ
を

行
政
が
強
制
は
で
き
な
い
。

今
村
議
員　

強
制
せ
よ
と
は
言
っ

て
い
な
い
。
他
に
い
ろ
い
ろ
な
や

り
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
案
内
板
あ

る
い
は
誘
導
標
識
な
ど
の
外
国
語

で
の
対
応
は
。

　
「
気
配
り
が
あ
る
町
」
と
い
う
Ｐ

Ｒ
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
今
後
増

加
が
見
込
ま
れ
る
上
海
か
ら
の
観

光
客
の
た
め
に
も
さ
ら
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

尾
岸
町
長　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
観
光
協
会
に
お
い
て
、

英
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
に
よ
る

総
合
的
な
も
の
を
作
成
し
て
お
り
、

在
庫
数
を
み
な
が
ら
改
訂
版
に
よ

る
対
応
を
考
え
て
い
る
。
誘
導
標

識
は
、
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
推

進
協
議
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
中

国
上
海
観
光
客
の
誘
致
の
た
め
に

も
、
中
国
語
等
の
対
応
に
つ
い
て

検
討
の
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

今
村
議
員　

国
旗
及
び
国
歌
に
関

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
て
久
し
い
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
新
し
い
学

習
指
導
要
領
が
今
年
３
月
に
文
部

科
学
省
の
官
報
に
告
示
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
よ
る
ま
で
も
な
く
、
現
小

中
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、

例
え
ば
小
学
校
で
は
、
い
ず
れ
の

学
年
で
も
音
楽
で
国
歌「
君
が
代
」

の
指
導
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
昨
年
度
の
各
小
中

学
校
で
の
教
育
課
程
に
基
づ
く
国

歌
「
君
が
代
」
の
指
導
や
そ
の
教

育
時
間
な
ど
の
実
態
を
伺
い
た
い
。

中
澤
教
育
長　

現
在
、
わ
が
町
の

小
中
学
校
に
お
け
る
国
歌
「
君
が

代
」
の
指
導
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

音
楽
教
科
の
時
間
や
特
別
活
動
の

中
に
位
置
づ
け
し
て
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
卒
業
式
や
入
学

式
な
ど
に
は
、
式
次
第
の
中
に
国

歌
「
君
が
代
」
を
歌
う
場
面
を
位

置
づ
け
し
、
行
事
の
日
が
近
づ
く

と
、
式
で
歌
う
曲
の
練
習
時
間
を

設
け
、
そ
の
中
で
国
歌
「
君
が
代
」

の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

　
　

年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要

２３
領
に
お
い
て
は
、
現
学
習
指
導
要

領
の
「
指
導
す
る
」
か
ら
、「
歌
え

る
よ
う
に
指
導
す
る
」
に
改
め
ら

れ
た
の
で
、
継
続
的
に
指
導
の
場

面
を
設
け
、
よ
り
歌
声
が
響
き
渡

る
よ
う
、
学
校
へ
の
指
導
に
努
め

る
。

今
村
議
員　

わ
か
り
ま
し
た
。
国

歌
に
敬
意
を
払
う
こ
と
は
世
界
の

常
識
で
あ
る
と
思
う
が
教
育
長
の

考
え
を
。

中
澤
教
育
長　

平
成　

年
に
こ
の

１１

国
旗
国
歌
法
が
成
立
し
、
こ
の
国

歌
に
つ
い
て
は
、
子
供
た
ち
が
将

来
国
際
社
会
で
国
旗
・
国
歌
、
国

と
い
う
も
の
を
考
え
る
。
考
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
相
手
の
国
に
つ

い
て
も
十
分
尊
重
を
す
る
よ
う
に

な
る
。
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
か

ら
も
、
こ
れ
は
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
継
続
し
て
指
導
を
す
る
。

今　村　議　員

努
力
は
し
て
い
る
が
限
界
が
あ
る

観
光
客
増
加
の
さ
ら
な
る
努
力
を

国
歌
「
君
が
代
」
の
教
育
状
況
は

音
楽
教
科
の
時
間
や

　
　
　

特
別
活
動
で
指
導
し
て
い
る
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米　沢　議　員

米
沢
議
員　

社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
し
た

家
事
支
援
事
業
を
単
独
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
が
、
町
と
し
て

の
今
後
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

尾
岸
町
長　

社
会
福
祉
協
議
会
に

お
い
て
は
、「
日
常
生
活
に
必
要
な

家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
展
開
し
て

い
る
。
こ
の
事
業
は
、
要
介
護
者

が
在
宅
で
安
心
し
て
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護

保
険
で
給
付
対
象
と
な
ら
な
い
家

事
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
提
供
す

る
も
の
で
、
町
に
お
い
て
も
高
齢

化
が
進
展
し
、
高
齢
者
が
住
み
な

れ
た
場
所
で
生
活
し
て
い
く
た
め

に
も
こ
の
事
業
は
必
要
と
考
え
る
。

今
後
こ
の
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
が

よ
り
効
果
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う

関
係
者
と
協
議
し
、
検
討
し
た
い
。

米
沢
議
員　

原
油
の
高
騰
は
、
生

活
関
連
商
品
に
も
影
響
が
及
ん
で

い
ま
す
が
、
今
年
も
高
齢
者
や
生

活
困
窮
者
の
方
た
ち
に
対
す
る
福

祉
灯
油
の
実
施
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

尾
岸
町
長　

昨
年
の
生
活
支
援
事

業
は
予
想
し
た　

世
帯
を
大
幅
に

５００

下
回
り　

世
帯
の
実
績
と
な
り
ま

１７５

し
た
。
そ
れ
は
課
税
対
象
外
の
年

金
収
入
を
得
て
い
る
世
帯
が
予
想

以
上
に
多
か
っ
た
た
め
で
、
今
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
、
高
齢
者
な

ど
経
済
的
弱
者
の
生
活
が
、
昨
年

度
に
も
増
し
た
厳
し
い
状
況
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

昨
年
に
引
き
続
い
て
、
冬
の
生
活

支
援
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
考
え

て
い
ま
す
。
昨
年
の
実
施
状
況
を

踏
ま
え
、
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て

早
急
に
検
討
す
る
よ
う
指
示
を
し

て
お
り
ま
す
。

米
沢
議
員　

水
洗
化
未
実
施
の
公

営
住
宅
の
入
居
者
か
ら
は
、
水
洗

化
実
施
の
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、

対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

尾
岸
町
長　

水
洗
化
未
実
施
の
公

営
住
宅
総
数
は　

戸
あ
り
、　

年

２７０

３０

の
耐
用
年
数
も
経
過
し
て
い
る
住

宅
も
多
く
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た

公
営
住
宅
の
水
洗
化
改
修
に
は
国

の
交
付
金
の
採
択
も
難
し
く
、
こ

れ
を
町
単
独
で
実
施
す
る
こ
と
は

財
政
的
に
も
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ

住
宅
の
維
持
修
繕
な
ど
を
優
先
せ

ざ
る
お
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

新
築
計
画
が
長
期
に
わ
た
る
公
営

住
宅
に
つ
い
て
は
、　

年
度
か
ら

２１

水
洗
化
計
画
の
見
直
し
を
し
て
ま

い
り
た
い
。

ホームヘルパー派遣事業を行っている社会福祉協議会ホームヘルパー派遣事業を行っている社会福祉協議会

冬
の
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
た
い

福
祉
灯
油
の
実
施
を

　

年
度
か
ら
水
洗
化
計
画
の
見
直
し
を
し
た
い

２１公
営
住
宅
の
水
洗
化
の
促
進
を

家事支援サービスが
　効果的に展開されるよう協議したい

社会福祉協議会が実施している
　家事支援サービスに対する支援の強化を

Ｑ
公
共
施
設
等
の
耐
震
計
画
は

Ａ
公
共
施
設
、
民
間
住
宅
の
耐
震

　

診
断
費
用
や
改
修
費
用
に
つ
い

　

て
整
備
を
は
か
り
た
い

Ｑ
原
油
高
に
よ
る
、
農
業
者
・
福

　

祉
施
設
に
対
す
る
支
援
は

Ａ
国
や
道
の
対
策
を
み
な
が
ら
検

　

討
し
て
み
た
い

Ｑ
障
害
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で

　

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

Ａ
今
後
、
受
け
入
れ
で
き
る
よ
う

　

に
努
め
た
い

そ
の
他
の
質
問



�

谷
議
員　

昭
和　

年
よ
り
５
年
間
、

６２

農
地
の
一
時
転
用
が
農
業
委
員
会

で
承
認
さ
れ
、
知
事
の
許
可
を
受

け
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
４

年
４
月
で
転
用
期
間
は
切
れ
て
い

る
は
ず
。
今
日
ま
で
農
地
に
復
元

も
さ
れ
ず
駐
車
場
と
し
て
使
用
さ

れ
て
お
り
、
平
成　

年
よ
り
町
は

１３

借
上
げ
料
年　

万
円
を
観
光
協
会

１５０

に
補
助
金
と
し
て
拠
出
、
総
額
は

１
千　

万
円
に
な
る
。
補
助
金
を

２００

投
入
し
続
け
て
い
る
町
の
責
任
は
。

尾
岸
町
長　

平
成
４
年
４
月
以
降

当
該
地
に
つ
い
て
は
違
法
な
使
用

状
況
に
あ
り
、
公
金
で
あ
る
補
助

金
を
交
付
し
た
こ
と
は
申
し
訳
な

く
、
心
か
ら
深
く
お
わ
び
を
申
し

あ
げ
た
い
。

谷
議
員　

一
時
転
用
は
農
地
へ
の

復
元
が
許
可
の
絶
対
条
件
で
あ
る

が
、
転
用
期
間
が
切
れ
た
平
成
４

年
時
点
で
の
農
地
復
元
の
現
地
確

認
と
工
事
完
了
届
提
出
の
経
緯
は
。

平
成　

年
６
月
に
現
地
確
認
を
さ

１８

れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
時
点
で
の

農
業
委
員
会
の
意
見
は
。

松
藤
農
業
委
員
会
会
長　

農
地
復

元
の
確
認
を
し
た
経
緯
は
な
く
、

ま
た
、
完
了
届
が
出
さ
れ
た
経
緯

も
あ
り
ま
せ
ん
。　

年
間
一
度
も

１６

農
地
に
復
元
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、

こ
の
間
に
復
元
命
令
及
び
指
導
を

行
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
も
事
実

で
す
。
平
成　

年
６
月　

日
に
許

１８

１２

可
申
請
が
あ
り
利
用
状
況
を
確
認

し
、
転
用
許
可
を
可
決
し
た
。

　

平
成　

年
７
月　

日
付
で
農
業

１８

１８

会
議
に
転
用
に
関
す
る
諮
問
書
に

つ
い
て
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
数
年

利
用
す
る
な
ら
永
久
転
用
と
の
指

導
が
あ
り
、
諮
問
内
容
を
削
除
し

こ
の
件
は
提
出
せ
ず
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
対
処
に
不
手
際
が

あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

谷
議
員　

町
長
も
農
業
委
員
会
会

長
も
違
反
転
用
で
あ
る
こ
と
を
お

認
め
に
な
り
ま
す
ね
。

尾
岸
町
長　

そ
の
と
お
り
で
す
。

松
藤
農
業
委
員
会
会
長　

そ
の
と

お
り
で
す
。

谷
議
員　

補
助
金
の
総
額
１
千　
２００

万
円
を
町
長
は
１
千　

万
円
と

５０

言
っ
て
い
る
、
今
年
度
分
は
支
払

を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
の
か
。

尾
岸
町
長　

不
法
を
認
識
し
た
時

点
で
今
年
度
は
支
払
を
ス
ト
ッ
プ

し
て
い
る
。

谷
議
員　

ど
の
時
点
で
転
用
違
反

と
認
識
し
た
の
か
。

尾
岸
町
長　

今
年
の
６
月
で
あ
る
。

谷
議
員　

同
じ
質
問
を
農
業
委
員

会
会
長
に
。

松
藤
農
業
委
員
会
会
長　

平
成　
１８

年
６
月　

日
、
転
用
違
反
に
つ
い

１２

て
認
識
し
た
。

谷
議
員　

認
識
の
ず
れ
の
説
明
を
。

尾
岸
町
長　

平
成　

年
に
申
請
を

１８

し
て
農
業
委
員
会
で
承
認
を
し
て

道
に
申
請
し
た
と
の
報
告
を
受
け
、

そ
の
後
は
確
認
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

谷
議
員　

こ
の
土
地
は
下
水
道
が

通
っ
て
い
る
が
、
農
地
だ
か
ら
猶

予
さ
れ
て
い
る
と
は
思
い
が
た
く
、

永
久
転
用
状
態
の
土
地
は
現
況
判

断
で
賦
課
さ
れ
る
は
ず
。
で
は
、

な
ぜ
猶
予
さ
れ
て
い
る
の
か
。
町

長
の
裁
量
権
以
外
に
な
い
と
思
う

が
、
そ
の
判
断
基
準
は
。

尾
岸
町
長　

不
法
転
用
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
。
公
共
的
に
大
勢
の
皆
さ
ん
が

都
市
公
園
の
駐
車
場
と
し
て
利
用

し
て
い
る
こ
と
を
配
慮
し
て
猶
予

し
て
い
る
。

谷
議
員　

平
成　

年
３
月
に
地
権

１８

者
が
町
長
へ
出
し
た
質
問
状
の
中

で
本
人
が
転
用
違
反
を
認
め
て
い

る
。
質
問
状
に
書
か
れ
て
い
る
。

町
長
は
見
て
い
な
い
の
か
。

尾
岸
町
長　

見
て
い
る
。
こ
の
時

点
で
は
法
的
に
対
応
し
て
い
な
い

と
の
文
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

農
業
委
員
会
が
申
請
を
承
認
し
た

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

谷
議
員　

平
成　

年
に
審
議
さ
れ

１８

て
い
る
が
、
取
り
下
げ
て
い
る
。

尾
岸
町
長　

そ
の
当
時
取
り
下
げ

の
認
識
は
し
て
い
な
い
。

谷
議
員　

補
助
金
の
返
還
を
要
求

す
べ
き
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

尾
岸
町
長　

返
還
対
応
は
、
基
本

的
に
規
定
に
従
い
対
処
し
て
い
く

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

谷
議
員　

今
借
り
て
い
る
の
は
８

千　

平
方
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
今
後

８００
全
部
を
必
要
と
す
る
の
か
、
あ
る

い
は
縮
小
の
考
え
は
。

尾
岸
町
長　

半
分
位
の
面
積
で
と

の
要
望
も
観
光
協
会
よ
り
あ
り
、

検
討
を
加
え
た
い
。

谷
議
員　

町
民
の
納
得
で
き
る
価

格
交
渉
を
。

尾
岸
町
長　

公
園
を
管
理
す
る
町

の
甘
さ
が
あ
っ
た
。
購
入
を
前
提

と
し
て
進
め
た
い
。
責
任
は
私
自

身
に
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

早
急
に
対
処
し
た
い
。

谷　議　員

日
の
出
公
園
臨
時
駐
車
場
の
不
適
切
な

使
用
に
つ
い
て

転
用
違
反
の
駐
車
場
に
公
金
で
あ
る
補
助
金
を

交
付
し
続
け
、
深
く
お
詫
び
し
た
い
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中
村
議
員　

日
の
出
公
園
臨
時
駐

車
場
は
、
昭
和　

年
に
５
年
間
の

６２

期
限
付
き
で
、
農
地
の
一
時
転
用

が
許
可
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
時

転
用
は
農
地
に
復
元
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
農
業
委
員
会
が
農
地
法

違
反
を
放
置
し
、
利
用
を
認
め
て

い
た
の
か
。

松
藤
農
業
委
員
会
会
長　

ご
指
摘

の
と
う
り
、
無
許
可
で
農
地
を
復

元
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
駐
車
場

と
し
て　

年
間
も
利
用
さ
せ
て
い

１６

た
不
手
際
を
お
詫
び
す
る
。

中
村
議
員　

農
地
法
違
反
を
知
っ

た
の
は
い
つ
か
。

尾
岸
町
長　

一
般
質
問
を
受
け
て

確
認
し
た
。
平
成　

年
に
知
っ
た

１８

が
、
一
時
転
用
申
請
を
農
業
委
員

会
が
認
め
、
道
に
諮
問
書
を
提
出

し
た
報
告
を
受
け
た
。

松
藤
農
業
委
員
会
会
長　

平
成　
１８

年
に
認
識
し
た
。

中
村
議
員　

町
長
も
会
長
も
平
成

　

年
に
認
識
し
て
い
る
が
、
平
成

１８
　

年
６
月　

日
の
農
業
委
員
会
総

１８

２８

会
で
一
時
転
用
の
５
条
申
請
が
承

認
、
道
に
諮
問
書
を
提
出
し
た
が
、

昭
和　

年
許
可
の
件
が
復
元
さ
れ

６２

て
い
な
い
理
由
で
受
理
さ
れ
な

か
っ
た
の
を
承
知
し
て
い
る
か
。

松
藤
農
業
委
員
会
会
長　

こ
の
５

条
申
請
の
諮
問
に
つ
い
て
は
、
削

除
し
た
経
過
が
あ
る
。

中
村
議
員　

一
時
転
用
申
請
は
削

除
し
た
と
い
う
が
、
農
地
法
違
反

を
承
知
で
利
用
を
認
め
た
の
か
。

松
藤
農
業
委
員
会
会
長　

今
後
も

通
年
利
用
で
あ
れ
ば
、
永
久
転
用

が
望
ま
し
い
と
指
導
を
受
け
た
。

早
急
に
結
論
が
出
な
い
こ
と
か
ら
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
、
不
手
際
を

深
く
お
詫
び
す
る
。

中
村
議
員　

平
成　

年
か
ら
年
間

１３

中
村
議
員　

特
定
医
師
の
聴
覚
障

害
診
断
書
の
記
載
内
容
に
虚
偽
の

疑
い
が
あ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
、

障
害
者
手
帳
の
返
還
者
が
北
海
道

で　

名
、
当
町
で
５
名
お
り
、
そ

７８９
の
障
害
者
手
帳
に
よ
る
医
療
費
助

成
・
補
装
具
助
成
、
町
民
税
等
の

減
免
で
合
計　

万
6
8
9
7
円
受

５７

け
て
い
る
。
そ
の
返
還
措
置
に
つ

い
て
伺
う
。

尾
岸
町
長　

現
在
は
司
直
の
手
で
、

不
正
取
得
の
解
明
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
不
正
が
確
定
す
れ
ば
、

道
と
連
携
し
て
対
処
す
る
。

中
村
議
員　

助
成
・
減
免
さ
れ
た

金
額
を
自
主
返
還
の
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
は
。

尾
岸
町
長　

本
人
か
ら
こ
う
い
う

状
況
で
あ
る
か
ら
返
還
し
た
い
旨

が
あ
れ
ば
、
自
主
返
納
と
し
て
受

け
取
る
考
え
で
あ
る
。

中　村　議　員

収
入
額
の
制
限
緩
和
と
対
象
者
の
拡
大
に
て
実
施
す
る

高
齢
者
等
の
冬
の
生
活
支
援
事
業
の
実
施
継
続
を

　

年
間
の
農
地
法
違
反
し
て
の

１６
　

日
の
出
公
園
臨
時
駐
車
場
利
用
は

平
成
４
年
か
ら　

年
間
無
許
可
で

１６

　

利
用
さ
せ
た
不
手
際
を
お
詫
び
す
る

　

万
円
駐
車
場
借
上
げ
料
と
し
て

１５０て
、
か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
観
光
協

会
に
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
が
、

補
助
金
申
請
時
の
書
類
不
備
及
び

法
令
違
反
が
あ
る
が
。

田
浦
副
町
長　

い
ろ
い
ろ
と
不
手

際
と
不
適
切
が
あ
っ
た
こ
と
に
対

し
、
事
務
の
現
場
責
任
者
と
し
て

心
か
ら
お
詫
び
す
る
。
今
後
の
再

発
防
止
に
努
め
て
い
く
。

北
海
道
と
連
携
し
て
対
処
す
る

虚
偽
の
疑
い
あ
る
障
害
者
手
帳
の
交
付
に
つ
い
て

中
村
議
員　

原
油
高
騰
と
諸
物
価

の
値
上
が
り
が
、
高
齢
者
、
低
所

得
者
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。

昨
年
に
引
き
続
き
冬
の
生
活
支
援

（
福
祉
灯
油
を
含
め
）
を
対
象
者

拡
大
と
収
入
制
限
の
緩
和
を
し
て
、

早
期
に
そ
の
実
施
を
求
め
る
。

尾
岸
町
長　

昨
年
実
施
の
反
省
に

た
っ
て
、
新
た
な
視
点
か
ら
限
度

額
が
適
正
な
の
か
を
含
め
て
検
討

を
指
示
し
、
収
入
額
限
度
の
緩
和

と
対
象
者
拡
大
を
考
え
て
い
る
。

農地復元工事中の日の出公園（平成２０年9月１９日写す）農地復元工事中の日の出公園（平成２０年9月１９日写す）
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和
田
議
員　

組
織
機
構
改
革
が
実

施
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の　

課　

係

１６

６５

体
制
か
ら
、
現
在
の　

課　

班
体

１０

２２

制
へ
移
行
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
り
、
ま

た
、
課
題
が
残
っ
て
い
る
と
す
れ

ば
ど
の
よ
う
な
事
か
。

尾
岸
町
長　

少
な
い
予
算
、
少
な

い
人
員
の
中
で
行
政
が
果
た
す
べ

き
役
割
を
組
織
と
し
て
チ
ー
ム
の

力
で
発
揮
し
て
い
く
体
制
が
確
立

で
き
た
。
介
護
保
険
制
度
等
新
た

な
事
業
や
制
度
が
出
来
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
定
年
退
職
者
の
減
を

一
部
し
か
採
用
せ
ず　

名
以
上
の

６０

職
員
を
削
減
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

課
題
と
し
て
は
、
職
員
が
多
く
の

エ
リ
ア
の
事
業
内
容
を
い
か
に
認

識
す
る
か
、
職
員
の
大
変
な
努
力

と
能
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
ス
タ
ッ
フ
制
の
機
能
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
、
全
職
員
が
努

力
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

和
田
議
員　

ス
リ
ム
化
は
賛
成
で

あ
る
が
、
人
員
削
減
は
町
に
残
り

和
田
議
員　

上
高
の
存
続
問
題
に

つ
い
て
は
３
月
の
定
例
会
で
最
重

要
課
題
に
あ
る
と
の
町
長
答
弁

だ
っ
た
が
、
今
年
の
入
学
者
は
私

た
ち
の
願
い
も
む
な
し
く　

名
で

２６

あ
っ
た
。
来
年
度
以
後
も
こ
の
よ

う
な
状
態
が
続
く
様
で
あ
れ
ば
、

こ
の
次
の
見
直
し
時
に
は
、
当
然

統
廃
合
の
対
象
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。
将
来
的
な
見
通
し
は
ど
う

か
。
ま
た
、
何
か
新
し
い
振
興
策

は
考
え
て
い
る
か
。

中
澤
教
育
長　

平
成　

年
以
後
に

２４

お
い
て
も
、
富
良
野
圏
域
の
中
学

校
卒
業
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
上
高
に
影
響
が
及
ん

で
く
る
と
考
え
て
い
る
。
入
学
者

数
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、

入
学
準
備
金
の
助
成
、
資
格
試
験

受
験
時
の
補
助
な
ど
、
対
策
を
講

じ
て
き
た
。

　

今
年
か
ら
上
中
３
年
生
全
員
が

進
路
学
習
の
た
め
、
上
高
を
訪
問

す
る
事
業
を
行
っ
た
。

和
田
議
員　

上
高
訪
問
し
た
生
徒

の
感
触
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

中
澤
教
育
長　

必
ず
し
も
即
進
路

選
択
に
つ
な
が
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
と
思
う
が
、
ど
ん
な
施
設
か
、

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
等
知

り
得
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
う
。

和
田
議
員　

平
成　

年
に
は
統
合

１８

反
対
の
存
続
運
動
で
８
千　

名
の

４２１

署
名
を
集
め
、
町
議
会
で
存
続
を

求
め
る
意
見
書
を
議
決
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、　

名
の
入
学

２６

者
し
か
確
保
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
町
や
議
会
の
良
識
が
問
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

中
澤
教
育
長　

今
年
富
良
野
高
で

も
十
数
名
の
空
き
が
出
る
と
い
う

状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
振
興

策
を
と
っ
た
ら
い
い
か
、
日
々
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
。

た
い
新
卒
者
や
町
に
戻
り
た
い
と

い
う
人
た
ち
の
働
く
場
所
を
少
な

く
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
人
材

に
断
層
が
起
き
な
い
よ
う
に
計
画

的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

尾
岸
町
長　

歳
入
が
減
っ
て
い
く

中
で
、
人
件
費　

％
削
減
と
い
う

１５

こ
と
が
行
革
の
大
き
な
テ
ー
マ
で

あ
り
、
聖
域
な
き
改
革
を
進
め
て

い
る
が
、
組
織
機
構
上
大
き
な
支

障
を
き
た
す
こ
と
は
絶
対
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

和
田
議
員　

働
く
場
を
少
し
で
も

多
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
職
種

に
よ
っ
て
は
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
導
入
し
て
は
。

田
浦
副
町
長　

現
段
階
で
は
課
題

が
あ
り
、
す
ぐ
に
取
り
入
れ
る
状

態
に
は
な
い
が
、
将
来
的
に
は
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

和　田　議　員

チ
ー
ム
の
力
で
発
揮
し
て
い
く
体
制
確
立

組
織
機
構
改
革
の
成
果
と
課
題
は

進
路
学
習
で
上
中
３
年
生
が
上
高
訪
問

上
高
存
続
の
た
め
新
し
い
振
興
策
は

役場庁舎内総合案内板役場庁舎内総合案内板

（注）　ワークシェアリング…より多くの人で仕事の総量を分け合うこと
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（注）

恒例の強歩遠足恒例の強歩遠足



　

ま
た
、『
混
迷
す
る
政
局
と
日
本
の
進
路
』
と
題

し
、
三
宅
久
之
氏
（
政
治
評
論
家
）
に
よ
る
講
話

が
あ
り
、
原
油
価
格
や
穀
物
の
高
騰
状
況
と
原
因
、

世
界
的
食
糧
危
機
と
自
給
率
に
つ
い
て
、
ま
た
、

人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
に
よ
り
社
会
保

障
を
見
直
す
時
期
に

あ
り
、　

歳
未
満
の

３０

女
性
の
未
婚
率
が　
４０

％
で
あ
る
事
や
、
年

収
が　

万
円
未
満
の

２００

労
働
者
が　

％
も
占

３０

め
て
い
る
現
状
を
掲

げ
、
結
婚
し
、
家
庭

を
築
け
る
環
境
を
つ

く
る
事
が
国
政
に
必

要
だ
と
語
っ
た
。

�

『
分
権
改
革
と
地
方
議
会
の
こ
れ
か
ら
』
と
題
し

た
講
話
の
中
で
坪
井
ゆ
づ
る
氏
（
朝
日
新
聞
編
集

委
員
）
は
国
と
地
方
議
会
と
の
関
係
、
首
長
と
議

会
の
関
係
、
住
民
と
議
会
の
関
係
ま
た
住
民
に
ど

の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
、
今
後
地
方
分

権
が
進
む
に
つ
れ
て
権
限
責
任
は
益
々
大
き
く
な

る
だ
ろ
う
。
ま
た
議
会
改
革
の
着
眼
点
に
「
老
人

男
性
」
か
ら
「
老
若
男
女
」
の
構
成
で
あ
る
べ
き

と
し
、
ま
た
議
会
は
プ
ロ
化
す
る
人
た
ち
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
化
す
る
人
た
ち
に
二
極
化
し
て
い
く

だ
ろ
う
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

調
査
地
沼
田
町
は
、
空
知
管
内
北
西
部
に
位
置

し
、
面
積　

・　

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約

２８３

２１

４
千
人
、
農
業
主
体
の
内
陸
型
気
候
の
町
で
す
。

　

大
量
に
降
り
積
も
る
雪
を
有
効
利
用
で
き
な
い

も
の
か
と
い
う
発
想
か
ら
、
一
ヶ
所
に
集
積
し
、

被
覆
材
（
バ
ー
ク
材
）
で
覆
う
こ
と
で
夏
ま
で
保

存
し
て
い
る
。
河
川
横
の
町
有
地
に
巨
大
な
雪
山

（
５
千
ト
ン
〜
１
万
ト
ン
）
と
し
て
堆
積
し
、
雪

を
切
り
崩
し
た
り
、
融
雪
水
を
利
用
し
て
農
産
物

貯
蔵
施
設
・
花
卉
栽
培
施
設
・
牧
場
の
肥
育
舎
や

農
産
物
の
生
産
加
工
に
役
立
て
て
い
る
。
ま
た
生

涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
っ
く
る
」、
雪
の
科

学
館
の
冷
房
や
ス
ノ
ー
ク
ー
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

（
米
穀
低
温
貯
留
乾
燥
調
整
施
設
）
で
米
（
も
み
）

２
千　

ト
ン
を
貯
蔵
す
る
事
で
、
４
月
〜
７
月
で

５００

も
温
度
を
５
度
、
湿
度　

％
に
保
ち
、
品
質
を
一

７０

定
に
し
て
消
費
者
に�
お
い
し
い
お
米�
「
雪
中
米
」

と
し
て
人
気
が
あ
り
、
７
月
２
日
現
在
で
貯
蔵
す

る
お
米
が
な
い
ほ
ど
売
れ
て
い
る
。

　

施
設
は
平
成　

年
か
ら
北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組

１９

合
沼
田
支
所
（
旧
沼
田
町
農
業
協
同
組
合
）
が
指

定
管
理
者
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
年
間
８
千
万

円
の
維
持
管
理
費
が
か
か
る
が
、
町
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
し
て
い
な
い
。

　

炭
鉱
の
閉
山
に
よ
り
人
口
減
少
が
著
し
い
中
、

平
成　

年
、「
雪
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

１４

指
し
て
輝
け
雪
の
ま
ち
宣
言
」
を
し
、
厄
介
者
の

雪
を
、
利
活
用
し
た
点
は
農
業
・
産
業
の
活
性
に

繋
が
り
、
今
の
時
代
、
環
境
問
題
や
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
お
い
て
、
大
変
有
意
義
で

あ
り
、
先
進
的
な
考
え
は
大
い
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。 ま　

と　

め

全道町村議会議員研修会
先進市町村行政調査報告
　平成２０年７月１日に札幌コンベンションセンターで開
催された北海道町村議会議長会主催の研修会に全議員１４
名で参加しました。
　また、平成２０年７月２日には先進地行政調査として、
空知管内沼田町で「沼田式雪山センタープロ
ジェクト」に至るまでの過程及び冷熱エネル
ギーの有効利用や実情を見聞してきました。

全
道
町
村
議
会
員
研
修
会

先
進
市
町
村
行
政
調
査

空
知
管
内
沼
田
町
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札
幌
市
内
第
２
水
産
ビ
ル
で　

名
が
出
席
し
ま

４３３

し
た
。

　

広
報
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
和
田
雅
之
氏
に
よ
る
「
議

会
報
づ
く
り
と
時
代
の
潮
流
」
と
題
し
た
講
演
が

行
な
わ
れ
、
情
報
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
伝
え

る
事
が
大
切
で
読
み
手
は「
何
が
知
り
た
い
の
か
」

「
何
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
見
極
め

て
書
く
事
が
重
要
で
あ
る
と
語
っ
た
。
ま
た
紙
面

づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
流
れ
の
あ
る
レ
イ
ア
ウ
ト

や
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
、
ま
た
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
よ

り
効
果
的
に
用
い
る
工
夫
が
必
要
だ
と
の
講
話
が

あ
り
、
和
寒
町
や
鹿
追
町
な
ど
の
広
報
誌
を
例
に

上
げ
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
全
国
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
の
上
位
入
賞
作
品
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

　

む
か
わ
町
は
旧
穂
別
町
と
旧
鵡
川
町
の
合
併
に

よ
り
誕
生
し
た
、
人
口
１
万　

人
、
４
０
５
２
世

３５

帯
（
平
成　

年
７
月
末
）
の
町
で
す
。
合
併
後
は

２０

良
い
面
を
お
互
い
に
認
め
、
ま
た
「
一
問
一
答
」

方
式
の
掲
載
方
法
や
「
議
員
誰
で
も
が
作
れ
る
広

報
」
を
目
指
し
て
い
た
。
ま
た
任
期
は
４
年
で
副

議
長
や
各
常
任
委
員
長
が
必
ず
広
報
委
員
と
な
っ

て
い
る
。
広
報
の
発
行
・
編
集
の
責
任
者
は
議
長

で
、
議
会
全
体
で
発

行
し
て
い
る
と
い
う

意
識
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
著
し
い
中
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
含
め
「
今
何
を
伝
え
る
べ
き
か
」

「
記
事
に
間
違
い
は
な
い
か
」「
読
者
に
読
み
や
す

く
書
か
れ
て
い
る
か
」
を
追
求
し
て
お
り
、
文
字

の
大
き
さ
も
以
前
は
一
段　

文
字
だ
っ
た
の
が　

１５

１０

文
字
に
な
り
、
ま
た
、

新
し
い
情
報
だ
け
で
な

く
、
地
域
性
を
重
視
し
、

読
者
の
立
場
に
立
っ
た

新
聞
づ
く
り
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
民
は
議
会
広
報
を
読
ん
で
「
何
を
知
り
た
い

の
か
」
ま
た
「
議
会
の
何
を
伝
え
る
べ
き
な
の
か
」

を
再
確
認
す
る
と
共
に
、「
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の

か
？
」
の
過
程
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
責
務
を

強
く
感
じ
た
。
ま
た
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会

で
審
議
さ
れ
た
事
を
公
平
・
公
正
か
つ
わ
か
り
や

す
く
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
や
、
町
民
の
声

と
し
て
取
り
入
れ
た
り
、
議
会
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
広
報
委
員
が
主
体
と
な
り
「
愛

さ
れ
る
議
会
広
報
を
目
指
す
べ
き
」
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

●むかわ町議会広誌報発行状況
名称「議員でつくる議会だより」

発行回数　年４回

               （各定例会後、翌月末日発行）

発行予算　1,017千円／年　4,800部発行

全道議会広報研修会・
先進市町村行政調査報告
　平成２０年８月１８日から２０日の間、議会広報特別委員会

（６名）は、議会の活動をよりわかりやすくするための

広報誌づくりを目指し、北海道町村議会議長会主催の研

修会及び道新札幌印刷「フムフム館」、北海

道新聞本社への見学や先進市町村である「む

かわ町」で視察調査し、研修に参加しました。

ま　

と　

め

全
道
議
会
広
報
研
修
会

先
進
市
町
村
行
政
調
査

胆
振
管
内
む
か
わ
町
議
会

道
新
札
幌
印
刷「
フ
ム
フ
ム
館
」

北
海
道
新
聞
本
社
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「わが町の自衛隊「わが町の自衛隊 」」

No.5

もっと知りたいもっと知りたい
まちのことまちのこと

1 .方面隊 　2 .師団 　3 .旅団 　4 .団  　5 .連隊・群　 6 .大隊　7 .中隊 　8 .小隊 

　災害派遣
昭和３７年６月２９日　十勝岳噴火災害派遣
　　５６年８月３月　担当隊区全域水害災害派遣
　　６３年１２月２６日　十勝岳噴火災害派遣
平成７月３日１３日　阪神大震災復旧作業隊派遣
　　１９年８月５日　新潟中越沖地震災害派遣
　　１９年１１月２３日　上ホロカメットク山雪崩遭難事故災害派遣

　自衛隊海外派遣（上富良野駐屯地派遣人員）
平成５月３日８日　カンボジアＰＫＯ派遣（１１名）　　約６か月
　　６年９月２９日　ルワンダ難民救護隊派遣（７名）　約３か月
　　１４年２月２９日　東ティモールＰＫＯ派遣（２１名）　約６か月
　　１６年１月６日　イラク人道興支援派遣（２７名）　　約３か月

女性自衛官（WAC）の訓練の模様

上ホロカメットク遭難事故救出の模様

北部方面隊の駐・分屯地

陸上自衛隊の編成

　
「
も
っ
と
知
り
た
い
町
の
こ
と
」
シ

リ
ー
ズ
で
は
、
前
号
に
引
き
続
き
「
わ
が

町
の
自
衛
隊
」と
題
し
て
自
衛
隊
を
と
り

上
げ
ま
し
た
。
自
衛
隊
は
、
や
は
り

知
っ
て
い
る
よ
う
で
、
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で　
５０

年
以
上
も
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
上
富
良
野
駐
屯
地
を
主
体
に
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
よ
り
深
く
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
駐
屯
地
広

報
室
の
ご
協
力
を
も
と
に
、
パ
ー
ト 

と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。
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自
衛
官
で
あ
っ
た
父
の
制
服
姿
に
憧
れ
て

朝
霞
駐
屯
地
に
あ
る
婦
人
自
衛
官
教
育
隊（
当

時
）
に
入
隊
し
て
は
や　

年
、
無
我
夢
中
で
駆

２２

け
進
ん
で
き
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
そ
の
当

時
は
ま
だ
女
性
隊
員
も
少
な
く
、
通
信
・
会
計

科
職
域
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
珍
し
い
存
在
で

し
た
。

　

現
在
に
お
い
て
は
女
性
自
衛
官
の
職
域
も

拡
大
さ
れ
、
聖
域
と
し
て
踏
み
入
れ
な
か
っ

た
普
通
科
、
特
科
、
そ
し
て
「
女
は
乗
せ
な
い

戦
車
隊
」と
言
わ
れ
た
機
甲
科
に
も
門
戸
が
開

か
れ
、
上
富
良
野
駐
屯
地
に
も
約　

名
の
女

６０

性
自
衛
官
が
男
性
自
衛
官
に
負
け
じ
と
日
々

黙
々
と
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
、

男
性
隊
員
と
変
わ
ら
ず
同
じ
給
料
を
も
ら
う

の
で
甘
え
は
許
さ
れ
な
い
と
肝
に
銘
じ
て
い

ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
女
性
特
有
の
「
体
力
の

差
」「
出
産
」「
育
児
」
等
に
よ
り
退
職
す
る
隊

員
も
多
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
後
少
子
化
に
よ
り
、
募

集
難
が
予
想
さ
れ
る
ご
時
世
に
お
い
て「
女
性

自
衛
官
の
役
割
」も
増
大
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

職
務
（
国
防
）
を
全
う
す
る
た
め
、
簡
単
に
や

め
な
い
た
め
に
は
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
、
病
後
保
育
等
の
施
設
環
境
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
男
女
参
画
出
来
る
ま
ち
づ

く
り
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
す
ま

す
「
強
く
明
る
く
麗
し
く
」
輝
い
て
い
る
女
性

隊
員
を
う
乞
ご
期
待
！

美瑛町【第120特科大隊】
◇ヘルシーマラソン
◇宮様スキーマラソン
◇十勝岳防災訓練

南富良野町【第131特科大隊】
◇金山湖太陽と森と湖の祭典
◇南富良野町消防訓練

上富良野町【第2戦車連隊】

◇花と炎の四季彩まつり

◇雪まつり雪像製作

◇十勝岳防災訓練

中富良野町【第3地対艦ミサイル連隊】
◇ラベンダーまつり
◇雪まつり雪像製作
◇農業まつり
◇町在住隊員交流会

上富良野町あんどん行列参加協力

陸陸上上女女性性自自衛衛官官（（WWAACC））陸陸上上女女性性自自衛衛官官（（WWAACC））

陸・海・空　女性自衛官
ＷＡＣ　（ワック）　　　陸上女性自衛官

Woman-s  Army  Corpsの略

ＷＡＦ　（ワッフ）　　　航空女性自衛官
Woman  in  the  Air  Forceの略

ＷＡＶＥＳ（ウェーブ）　海上女性自衛官
　　　　　　Woman Accepted for Volunteer 

 Emergency  Serviceの略

藤高和美（1等陸尉）　上富良野出身
　本年8月西部方面総監部防衛部（熊本県）へご
栄転となりましたが、女性自衛官としてのお話と
町に対する要望などを伺いました。

自衛官部外協力

富良野市【第104特科大隊】
◇スキーフェスティバル
◇全国高校選抜スキー大会
◇ワールドカップ
◇富良野市防災訓練



レンジャーき章

上富良野町
◇上川南部消防総合演習

◇ふれあい広場

◇富良野地方入隊予定者

　激励会

◇保育所の合同クリスマスパーティー支援
　

このほか、富良野地方各市町村へのイベント等の協力

や各福祉施設への慰問活動も行い、年間を通じて活躍

しています。
　　　　　

�

き章は、それぞれの厳しい特別訓練を終了した
自衛官だけに与えられる。制服の胸に輝くき章
は自衛官としての誇りである。

いぶし銀色の金属製のもので、金剛石を中心にし
て、その両側に月桂樹の葉を配したもの。
レンジャーまたは空挺レンジャーの教育訓練を終
了した陸・空各自衛官が着用。

いぶし銀色の金属製のもので、スキーと雪の結晶
を組み合わせたものを中心にして、両側に月桂樹
の葉を配したもの。
スキーに関する技能決定において、定められた基
準以上の成績を修めた陸上自衛官が着用。

上級スキー指導官 部隊スキー指導官

特級 准特級 上級指導官

　

農
業
の
町
、
商
工
業
の
町
、
自
衛
隊
の
町
そ
し

て
観
光
の
町
上
富
良
野
町
、
そ
の
一
角
を
な
す
上

富
良
野
駐
屯
地
と
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
が
少
し

で
も
深
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

駐
屯
地
を
取
り
巻
く
現
状
と
し
て
、
駐
屯
地
の

削
減
が
大
き
く
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
町
長
を

は
じ
め
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
「
削
減
ス
ト
ッ
プ
」

の
運
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
町
の
将
来
の
た
め

に
も
駐
屯
地
の
現
状
維
持
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

上
富
良
野
に
駐
屯
す
る
各
部
隊
の
細
部
の
紹
介

に
つ
い
て
は
別
な
機
会
に
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　自衛官は、特別国家公務員として位置づけされていま
す。公務員の退職は満60歳の3月31日となっていますが、
自衛官の多くは満５４歳の誕生日をもって退職となります。
　そこで、地域で再就職の場があることも大きな課題で
すが、現在は表のように100%の再就職の状況になってい
ます。 

19年18年17年16年就 職 地

1315516町 内
12697富良野管内
6433管 外
0000未 決 定
31251726合 計
100%100%100%100%就 職 率

射撃き章 不発弾処理き章 体力き章 格闘き章

スキーき章

住居場所

富良野地方富良野地方
56.2%56.2%

旭川市旭川市
6.6%6.6%

営内者営内者
35.8%35.8%

その他その他
1.4%1.4%

出 身 地

富良野地方富良野地方
9.9%9.9%

上富良野町上富良野町
12.5%12.5%

その他道内その他道内
34.5%34.5%

旭川市旭川市
12.2%12.2%

道外道外
30.9%30.9%

部隊指導官

駐屯地隊員の出身地及び居住状況

自衛官退職後の就職状況

き章　陸上自衛隊

音楽隊の地域協力
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二
〇
〇
八
年
十
月
二
十
五
日

発
行
／
上
富
良
野
町
議
会　

印
刷
／�
上
富
印
刷

〒
〇
七
一�
〇
五
九
六　

北
海
道
空
知
郡
上
富
良
野
町
大
町
二�
二�
一
一

�
（
〇
一
六
七

）四
五�

六
九
九
二　�
（
〇
一
六
七

）四
五�

五
三
六
二

議会の様子を見にきてください！ 次回定例会は１２月中旬頃の予定です。

�
次
か
ら
次
へ
と
発
覚
す
る
食
品
の
品
質

産
地
偽
装
、
最
も
い
と
お
し
い
関
係
で
あ

る
は
ず
の
親
子
間
で
の
痛
ま
し
い
事
件
、

理
不
尽
な
無
差
別
殺
傷
事
件
、
増
え
続
け

る
振
込
め
詐
欺
等
々
。
私
た
ち
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
起
こ
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
時

代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

�
北
京
五
輪
男
子
マ
ラ
ソ
ン
の
優
勝
者
ワ

ン
ジ
ル
選
手
は
、
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
は

「
が
ま
ん
す
る
こ
と
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。

�
豊
か
さ
、
便
利
さ
を
追
い
求
め
続
け
た

た
結
果
、
私
た
ち
は
自
制
心
を
忘
れ
、
安

心
、
安
全
な
生
活
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
一
度
生
活
の

質
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

�
前
号
か
ら
限
ら
れ
た
予
算
と
時
間
の
中

で
よ
り
変
化
を
持
た
す
た
め
に
、
単
色
刷

り
な
が
ら
、
季
節
ご
と
に
印
刷
の
イ
ン
ク

の
色
を
変
え
て
み
ま
し
た
。
い
か
が
し
ょ

う
か
。

�
議
会
の
様
子
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
べ
く
、
研
修
会
で
学
ん
で
き
た
こ
と

を
活
か
し
て
、
よ
り
良
い

広
報
誌
づ
く
り
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
（
和
田　

記
）

委
員
長　
　

岩
田
浩
志

委　

員　
　

谷　
　

忠

　

〃　
　
　

今
村
辰
義

　

〃　
　
　

和
田
昭
彦

　

〃　
　
　

佐
川
典
子

【
７
月
】

　

日　

徳
島
県
三
好
市
議
会
視
察
来
町

３０【
８
月
】

１
日　

富
良
野
広
域
串
内
草
地
組
合
議
会

　

〜　

日　

１８

２０

　
　
　

全
道
議
会
広
報
研
修
会
・
先
進
地
行
政
調
査

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２９【
９
月
】

２
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

３
日　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

５
日　

総
務
産
建
常
任
委
員
会

９
日　

消
防
議
員
協
議
会
・
消
防
議
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１０
　

日　

議
員
協
議
会

１１
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

日　

第
３
回
定
例
会

１８
　

日　

第
３
回
定
例
会

１９
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

２５
　

日　

富
良
野
沿
線
市
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会

３０【　

月
】

１０
１
日　

雄
武
町
議
会
視
察
来
町

３
日　

町
内
行
政
調
査

　
　
　

富
良
野
地
区
環
境
衛
生
組
合
議
会

７
日　

全
員
協
議
会

９
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

日　

決
算
特
別
委
員
会

１０
　

日　

決
算
特
別
委
員
会

１４
　

日　

決
算
特
別
委
員
会

１５
　

日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

１６
　
　
　

厚
生
文
教
常
任
委
会

　

日　

全
員
協
議
会

２０
　
　
　

総
務
産
建
常
任
委
員
会

　

日　

上
川
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

２１

随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随
感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感感
随
感
随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随随
筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

議会の議会の“窓”“窓”
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公共施設などを調査公共施設などを調査
－町内行政調査を実施－－町内行政調査を実施－

　

９
月　

日
に
上
富
良
野
町
に

３０

お
い
て
開
催
さ
れ
た
富
良
野
沿

線
市
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催

す
る
議
員
研
修
会
に
全
議
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
講
師
に
富
良
野
協

会
病
院
副
院
長
の
角
谷
不
二
雄

氏
を
迎
え
、「
い
ま
、
富
良
野
の

救
急
医
療
が
あ
ぶ
な
い
」
と
題

し
た
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

沿
線
議
員
研
修
会
に
参
加

　１０月３日に町内行政調査を実施しました。

　調査個所は富町団地公営住宅や町立病院外溝

など、現在工事を進めている場所や工事予定の

場所など９箇所を視察しました。


